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    こんにちは。デイサービススタッフの古澤です。 

この季節、朝晩はまだまだ寒くて、なかなかお布団からでる勇気がでないですよね。そんな朝は、

温かい朝ご飯を食べて心も体もポカポカになりたいものです。 

古澤家の朝ごはんの定番は、ご飯に納豆、お漬物にお味噌汁。そしてヨーグルトです。納豆や漬物、

お味噌は昔から日本人が食べてきた「植物性の発酵食品」で、おなかの健康を保つのに役立つ乳酸

菌がたっぷり含まれているそうです。この「植物性の乳酸菌」の特徴は、ひとことで言うと「生命

力が強い!」ということです。彼らのすごいところは塩分や香辛料、酸やアルカリなど、さまざまな

過酷な環境の中でも生息できるところで、なんと胃の中で胃酸にも負けず、生きたまま腸まで辿り

着けるタフさを持っているそうです。さらに他の菌とも共存できるという柔軟な姿勢まで見せる植

物性乳酸菌。理想的です。もう一生あなたについていきます。一方、古澤家の朝食メニューのひと

つでもあるヨーグルトですが、これも有名な発酵食品ですね。ヨーグルトに含まれる乳酸菌は「動

物性の乳酸菌」で、胃酸に弱いことや過酷な環境には耐えられない、他の菌と共存できないなど、

植物性乳酸菌に比べるとちょっと頼りないものの、善玉菌のエサとなることで、腸内環境を整える

手助けをするそうですよ。か弱いながらも、一生懸命役に立とうと頑張る姿。けなげですね。ふじ

の郷の昼食メニューでも、発酵食品はよく取り入られています。ちょっと意識して食べてみると、

より美味しく感じるかもしれませんね。 

 

         内 堀  雅 博 氏 

    （京町校区まちづくり委員会 会長） 
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 ＊内堀氏は当法人の 

   理事でもいらっしゃいます 

居宅部門管理者 伊原 信一郎 

     生活相談員 古澤 幸子 

 6月 1日（土）1９時より 

  ふじの郷開設15周年記念 

     介 護 講 座 
   講 師：齋 藤  吉 由 氏 

    

 ふじの郷には勤続10年以上のスタッフが半数はいます。10年経つと自分達も家族も状況が変わってきます。 

先日私の父が入院しました。それまで元気だった父は高熱と環境の変化で入院二日目に「財布を盗まれた」から始まっ

て酸素や点滴の管を抜こうと暴れ、また娘の私も誰かと勘違いしている様な状態となりました。 

深刻な病ではなかっただけにこのまま介護生活が始まってしまうのかもと不安でいっぱいになり、それからは家族の誰

かが一日一回は顔を見せるようにしました。お蔭様で熱も下がり状態が良くなると元の父に戻り、退院することが出来

ました。入院中「風呂に入りたい」と願っていた父は、お風呂に入れた後「生き返った」と喜び、「お前の仕事も大変

ばってん、よか仕事たい」と言って嬉しそうに笑ってくれました。 

そんな父を見て「そうそう！訪問入浴での利用者さんのこの笑顔が見たくて今まで続けてこれたんだ！」と 

改めて実感が持て、父の笑顔にこれからも働く力をもらいました。親に感謝です。  

 

Events 

 お誘いあわせの上、ぜひお越しください。 

 桜の開花宣言もあり、花見が待ち遠しい今日この頃

ですが、早いものでこの施設通信も今回が55号とな

り、次の通信は新元号になっての発行となります。イ

ベントの案内にもありますように施設もこの夏には

15周年を迎え、今年は色々な意味で節目の年となり

そうです。私の好きな言葉にサミュエル・ウルマンの

「年を重ねただけで人は老いない。理想を失う時に初

めて老いがくる」という『青春』という言葉がありま

す。この春、皆さんがまた新たな理想を持って生活の

一歩を踏み出されますように！ 
訪問入浴部門管理者 早瀬 ゆかり 

   いまだ寒さが続く日々の中にも時折頬にあたる風に早春の気配を感じる頃となりました。 

私が前任者から、業務を引き継ぎ５月で丸１年を迎える事となります。突然任された大役に、自分

で大丈夫だろうかと不安の中、他のスタッフの協力や上司からのアドバイス、またご利用者様やご

家族からの温かいお言葉を頂きながら、無事に勤める事が出来ました事に改めて感謝いたしま

す。 元々、介護支援専門員の資格を取得したのも、介護福祉士として現場を中心とした仕事をしな

がら、もう一度介護保険制度を勉強して、より利用者様やご家族と向き合って必要な支援をしてい

きたいと思ったからでした。 

 時代的には、介護業界にも家電などで知られるようになったＡＩ（人工知能）の話が聞かれるよ

うになってきましたが、私としては上手く活用できればと考える反面、人と向き合う仕事の全てに

おいての合理化は出来ないと思っていますし、そのような考え自体、介護の世界には合わないので

はないかと考えます。その人の生活歴や絶えず変化してゆく病気や加齢による身体状況、家族関係、

その時々の想いや願い等々、細かなところまで目を配り、しっかりとその時に必要な事は何である

か、見極めながら支援を行ってゆくということが大切なのであり、またその支援の方法も一通りで

はないと思っています。その為にも自己研鑽しながら、今後も利用者様やご家族と 

向き合い、サービスを行って参りたいと思います。 

 


